
2022

第139号

P
2

P
3

P
4

P
5

P
6

●
令
和
4
年
度
松
江
市
社
会
福
祉
協

　
議
会
事
業
計
画
　

●
令
和
4
年
度
予
算
の
概
要

●
ま
も
る
く
ん
と
学
ぶ
権
利
擁
護
の

　
マ
メ
知
識
N
o.
2

●
令
和
４
年
度
ボ
ラ
カ
フ
ェ
開
催
日
の

　
お
知
ら
せ

●
こ
ん
に
ち
は
、
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
で
す

●
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
い
ま
し
た

●
令
和
4
年
度 

松
江
市
社
会
福
祉
協

　
議
会
篤
志
寄
付
金
配
分
金
助
成
団

　
体
募
集
の
お
知
ら
せ

5 今 月 の 紙 面

市民の皆様がより安心できる体制づくりへ

～2つの団体の〝つなぐ〟連携～
「あなたの身近な相談窓口設置」

ふくしなんでも相談窓口～東寿苑～

　「ふくしなんでも相談窓口」では、「高齢者」「障がい者」
「子ども」といった担当分野にとらわれない福祉の相談を
受け付け、各専門機関やふくしなんでも相談所へつないで
いきます。
　また、市内の薬局13カ所が「ふくしなんでも相談所連携
薬局」としてご相談を受け付けます。内容によっては、「ふくし
なんでも相談所」へつないでいきます。

「こまったな」「どうするだ～」ということがあれば、看板を設置してある
事業所やステッカーの貼ってある連携薬局にお気軽にご相談ください。

◆松江市社会福祉法人連絡会に参
加している20の事業所が「ふくし
なんでも相談窓口」を4月1日より
設置しました。右写真の看板を設
置しています。

◆市内の薬局13ヶ所が「ふくしなんでも相談所連携薬局」として
　4月1日より設置しました。左写真のステッカーを貼っています。
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令和4年度 松江市社会福祉協議会事業計画
松江市社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的とする『公共性』『公益性』の高い民
間非営利団体として、市民誰もが安心して暮らすことができる『福祉でまちづくり』を地域住民の方
やボランティアの方、福祉・保健・医療の多様な機関・団体と共に推進することを使命とします。

　各地域包括エリアにおいて、コミュニティソーシャルワーカー（ＣＳＷ）と地域
包括支援センター相談員同士のチームとしての連携を強化し、社協内各課の横

断的な協働支援、さらに公民館、地区社協、社会福祉法人・企業・ＮＰＯ法人等とともに、「相談支援」
「参加支援」「地域づくりに向けた支援」を一体的に展開し、誰も取りこぼすことのないつながりのあ
る包括的支援体制を構築していきます。

重層的支援体制整備事業の推進

　29地区の第５次地区地域福祉活動計画実践への具体的支援及び第５次松江
市地域福祉計画・地域福祉活動計画を推進するとともに、本会も自ら住民の地域

生活課題をしっかり把握し、地域の困りごとをコミュニティソーシャルワークの手法をいかした「個を
地域で支える援助」と「個を支える地域をつくる援助」とを連動させた実践を展開します。

地域福祉の推進

　権利擁護を必要とする人が地域で尊厳ある本人らしい生活を継続していくた
めには、法人後見事業、日常生活自立支援事業等の権利擁護支援が今まで以上

に重要になってきています。
　さらに、昨年開設した松江市権利擁護推進センターを中心に、家庭裁判所、法テラス島根等の関
係機関や地域の民生児童委員、福祉推進員等と連携を図りながら、成年後見制度等の権利擁護支援
を必要とする人にしっかりつなげられるよう、権利擁護支援地域連携ネットワークの一層の充実を図
ります。

権利擁護のある地域づくりの実践

　モデル事業としてスタートした「ふくしなんでも相談所」は、昨年度から「重層的
支援体制整備事業」としてリスタートしました。地域包括支援センターを拠点に

「全世代全対象型」の相談支援を地域包括支援センター相談員（保健師、ケアマネジャー、社会福祉
士）とＣＳＷがチームとして対応し、関係機関と連携しながら課題解決に向けた支援を実践していき
ます。
　さらに今年度は、松江市社会福祉法人連絡会と協働し、より市民に身近な拠点での「ふくしなんで
も相談所」を開設し、住民に寄り添った相談支援を実践していきます。
　また、令和２年度から松江市医師会より受託している島根県「医療連携推進コーディネーター配
置事業」も最終年度になります。医療機関や訪問看護ステーション、行政等と連携しながら在宅の看
取り提供体制づくりに取組みます。特に、在宅看取り代診医システムの実施に向けて松江市医師会と
共に具体的な展開を図ります。

地域包括支援体制の構築



社協だより　 5月号3

１．社協運営及び機能強化
２．地域福祉及び連絡調整の強化
３．ボランティア活動の推進
４．総合相談・生活支援事業の推進

５．介護保険関係事業の推進
６．障害者総合支援法関係事業の推進
７．児童福祉サービスの推進
８．福祉施設等管理運営事業の実施

令和4年度  予算の概要

実施事業

5
重点事業

6
重点事業

　コロナ禍により、生活福祉資金特例貸付や生活困窮の相談のため多くの市民の皆さんが社協に
相談に来られました。コロナ禍をきっかけにつながった解決困難な課題を抱える人々に対して、寄り
添い、関係団体・関係者と連携しながら、必要な支援を実践していきます。
　松江市くらし相談支援センターを中心に、ＣＳＷ、民生児童委員等とも連携し、生活困窮、孤立、生
きづらさを抱えた市民に対し、伴走型支援を継続していきます。

コロナ禍における生活困窮者等への
継続的かつ伴走型支援の実践

　昨年度、福祉教育実践プログラム集「もんじゅの知恵」を作成しました。今日的
な福祉教育の意義や必要性、理論を理解し、福祉教育プログラムの企画・調整・

推進を協働実践していきます。「地域福祉は、福祉教育で始まり、福祉教育で終る」という言葉がある
ように、福祉教育を基盤とした「人づくり」「つながりづくり」「地域づくり」を対話的な学びをとおして
実践していきます。

福祉教育の推進

支 出
1,225,922千円

収 入
1,358,522千円

基金積立資産支出
31,274千円

人件費
793,265千円

事務費
50,377千円

事業費・貸付事業・
助成金

324,523千円

利用者負担軽減額・
その他の活動による支出

26,483千円
会費・寄付金
50,151千円

前期末支払資金残高
122,101千円

基金積立資産取崩収入・
積立資産取崩収入
56,878千円

受取金利利息配当金収入・
その他の収入
1,252千円

補助金・受託金
749,932千円

事業収入・貸付・負担金
23,571千円

介護保険事業収入・
障がい者福祉サービス等

事業収入
354,637千円
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令和４年度 ボラカフェ開催日のお知らせ
　松江市ボランティアセンターでは、『ボランティアをしてみたいけど何をし
ていいかわからない』『ボランティアとして一歩踏み出したい』という人の
きっかけづくりとして、ボラカフェを開催しています。

　「成年後見制度」には、「任意後見制度」と「法定後
見制度」の2つがあります。今回は「任意後見制度」に
ついてご紹介します。
　「任意後見制度」とは、十分な判断能力があるうち
に、将来認知症などになった場合に備えて、❶誰を将
来の支援者(任意後見人)とするのか、❷将来どんな
支援をしてもらいたいのかを契約(任意後見契約)に
まとめて公正証書を作っておき、いざ認知症などに
なったときにはこの契約にしたがって任意後見人が
本人を支援するというしくみです。ご本人が自由に

(任意に)内容を決められることから、任意後見制度はご本人の要望や意思をしっかりと反映させ
ることができるしくみとして注目を集めています。
　次回は「法定後見制度」についてご紹介します！

お問い合わせは 松江市ボランティアセンター ☎27-8388

「任意後見制度について学ぼう!」

まもるくんと学ぶ権利擁護のマメ知識No.2

松江市権利擁護推進センター
〒690-0852 松江市千鳥町70 松江市総合福祉センター3 階
☎27-8389(平日 8:30～17:00)／FAX 67-1330／メール mamoru@shakyou-matsue.jp

成年後見制度に関するご相談と出前講座のご依頼は、松江市権利擁護推進センター
までお気軽にご相談ください。

５月２６日（木）
６月２３日（木）
７月２８日（木）
８月２５日（木）
９月２２日（木）

＊開催時間/１４：００～１５：３０ 
＊開催場所/松江市総合福祉センター内（松江市千鳥町７０）
　※お部屋は当日にセンター入口のホワイトボードにてご案内します。

日
程 (

5
月
〜
９
月
）

※新型コロナウイルス感染症の状況により休止する場合もあります。
　休止の場合は松江市社会福祉協議会のHPにてお知らせします。

松江市権利擁護推進センター
マスコットキャラクター

まもるくん

へ
え
～
。

任
意
後
見
制
度
は
、
ご
本
人
の
気
持
ち
を

し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

し
く
み
な
ん
だ
ね
!
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住み慣れた地域でその人らしい生活を継続することができるよ
う、コミュニティーソーシャルワーカー、主任ケアマネジャー、
社会福祉士、保健師などが相談対応をします。

だれかと一緒に
体力作りをしたい！

家族のもの忘れが
気になるがどこに
相談したらよいか
わからない…

介護保険のサービスを
受けたいがどうしたら
いいの？

自分の強みを活かして
誰かの役に立ちたい！

湖南地域包括支援センター
　湖南サテライト

松南第２地域包括支援センター
松南第１地域包括支援センター
松北地域包括支援センター
中央地域包括支援センター

セ ン タ ー 名

ほうかつさん

松東地域包括支援センター
　松東サテライト

☎２４－１８３０
☎６６－９３５５

☎５２－９５７０
☎６０－０７８３
☎８２－３１６０
☎２４－６８７８

連 絡 先
☎２４－１８１０
☎７２－９３５５

乃木、忌部、玉湯、宍道

竹矢、八雲、東出雲
津田、大庭、古志原
法吉、生馬、古江、秋鹿、大野、鹿島
城北、城西、城東、白潟、朝日、雑賀

担 当 地 区（ 公 民 館 区 ）
朝酌、川津、本庄、持田、島根
美保関、八束

例 え ば・・・

包括支援センターの
位置が分かる地図はこちらです!

地域包括支援センターはふくしなんでも相談所として、
高齢者の方に限らず相談をお受けし、お話をお伺いいたします。
相談内容に応じて、必要な専門機関におつなぎいたします。 

困ったことがあれば、まずはお近くの
地域包括支援センターへご相談ください!



善意のご寄付は、松江市社会福祉協議会篤志寄付金配分委員会で協議の上、
社会福祉団体等への補助金及び社会福祉事業へ配分いたします。

（ご寄付をいただいた方のお名前については、ご本人の了承のもとに掲載しています。順不同敬称略）
令和4年1月21日～令和4年3月20日受付分

善意のご寄付ありがとうございました

発
行・編
集

松江市千鳥町70番地　松江市総合福祉センター内
TEL（0852）21-5773 FAX（0852）21-5377

E-mailアドレス　shakyo-m@web-sanin.co.jp
ホームページアドレス　http://www.shakyou-matsue.jp

松江市社会福祉協議会

ご寄付は、松江
市社会福祉協議
会本所、地区社
会福祉協議会
（公民館）で受付
しております。

【香典・玉串料返し等寄付金】
栗原　昇
新田　定子
永島　光治
武部　勉
北脇　君子
荒川　剛
寺本　功
深田　八穂
田中　喜子
原　克典　
坂本　篤夫
岩田　幸美
小豆澤　淳
雑賀　康夫
藤井　和幸
戸谷　圭二
熊谷　哲
周藤　留美子
福島　満
青山　一男
加藤　馨
木村　千代美
安達　広子
細田　絹子
森　康孝
山本　浩幸
福田　豊
干田尾　頼子（2件）
松本　裕之
坂本　憲彦
足立　茂俊
山根　幸男
川上　浩一郎
浜崎　明
周藤　順吉
松浦　輝
坂口　正晴
藤﨑　敏美

内藤　敬子
田邊　武志
矢野　喜郎
山﨑　幸雄
小川　智史
花房　但
内田　博
引野　一雄
宮本　和美
松本　忠修
樋野　幸一
金井　快文
今井　純子
齋藤　良子
仙田　綾子
竹内　幸美
藤田　和栄
小山　佳宏
松崎　明美
小笠原　愛子
田中　賢治
川上　淳也
來海　弘克
諏訪　元男
中村　節夫
寺本　秀夫
清水　利美
仙田　嘉男
土井　洋子
影山　文夫
山野　泰弘
寺本　眞澄
佐藤　正明
磯部　千恵子
松浦　静子
古瀬　寛
山本　敏春
松尾　政司
桑谷　康一

平野　瑞枝
安部　幹男
足立　徹
髙橋　里美
澁谷　吉清
木村　寛
岸本　裕治
福田　功
曽田　正子
佐藤　京
野津　年央
須山　健一
吉野　真志男
米田　邦夫
山田　幸子
宮崎　益秀
安部　くに子
藤原　恵美
青山　修治
藤原　肇
松本　義道
渡辺　雄一
金津　俊則
木村　京司
吉野　泰正
新田　恵
岩田　春満
田渕　直樹
井上　貴由
竹谷　あやめ
渡部　賢一
石橋　保範　　

（故）中田　昭子
吉田　浩
来海　美代子
古瀬　勇人
亀島　正人
伊原　雅人
伊中　和子

石橋　修二
小豆澤　由美子
高木　透
川本　英文
伊藤　滋人
三島　ミキ子
田邊　吉晴
浜崎　一成
松本　美利

（故）新田　よね
嘉藤　英子
山田　幸子
宮本　英樹
曽田　宣子
大西　典裕
田中　宏明
木村　重夫
堀内　新造
石倉　充
稲原　秀文
安達　範明
佐藤　裕子
宮本　正志
松本　真美
後藤　康男
黒田　浩太郎
入江　照美
川島　隆寿

（故）小山　千代子
松﨑　広実
犬山　清次
山田　精一
廣江　浩一　　
森脇　敬子
秋山　満
土井　賴信
下問　りゑ子
山本　一人志
門脇　祐二

松尾　裕子
蕪山　芳雄
川上　昭一
田口　雅功
中島　雪夫
細田　正子
恩田　充
永野　今子
渡部　欣治
山本　祐司
江藤　廣茂
松本　英史
福間　弘
狩野　八重子
浅野　和人

（故）大野　起道
（1月受付）
匿名　7 件

香典・玉串料返し等寄付金
計　　　　178件
計 4,424,000円

【 一 般 寄 付 金 】
松江商工会議所 女性会
北堀小学校 56期卒業生
同窓会
匿名　2 件

一般寄付金
計　　　　　4件
計 100,421円
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社協だよりの発行は共同募金助成金の一部を活用しています。
※点字版・音声版の社協だよりを希望される方は総務課までお問い合わせ下さい　☎21-5773

　松江市社会福祉協議会では、香典返し等の寄付金を社会福祉事業の実施や福祉団体の運営の助成に配分しています。
配分をご希望される場合は、松江市社会福祉協議会ホームページに掲載されている「令和4年度松江市社会福祉協議会篤志
寄付金配分金助成団体募集要項」をご確認いただくか、下記までご相談いただき、ご申請ください。

松江市社会福祉協議会 総務課 ☎21-5773

令和4年度 松江市社会福祉協議会篤志寄付金配分金助成団体募集のお知らせ令和4年度 松江市社会福祉協議会篤志寄付金配分金助成団体募集のお知らせ


